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表紙*アクセス通知用*

第109期
定時株主総会
招 集 ご 通 知

2023 年３月 28日（火曜日）

日　時

午前10時
（受付開始予定時刻　午前９時）

場　所
福井市中央１丁目２番１号
ハピリン ３階 ハピリンホール

議　案
第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役11名選任の件
第３号議案　監査役１名選任の件
第４号議案　補欠監査役１名選任の件
第５号議案　会計監査人選任の件

証券コード　4463

「新型コロナウイルス感染症の対策に関するお知らせ」
新型コロナウイルスの感染予防及び拡散防止のため、株主様
の安全を第一に考え、株主総会の開催方針を以下のとおりと
させていただきます。何卒ご理解、ご協力のほどお願い申し
あげます。
　● 議決権行使については、書面またはインターネット等によ
る事前行使をご検討ください。

　● 株主総会へのご出席を検討されている株主様におかれまし
ては、当日までの健康状態にご留意いただき、くれぐれも
ご無理なさらないようお願いいたします。

　● 株主総会の運営スタッフ・役員は、マスクを着用して対応
させていただきます。

　● ご来場の株主様におかれましては、検温、アルコール消毒
液の噴霧、マスク着用のご協力をお願いいたします。

　● 発熱（37.5度以上）があると認められる方におかれまして
は、ご入場の制限をさせていただきます。また、体調不良
と見受けられる株主様には、運営スタッフがお声掛けをさ
せていただくことがございますので、あらかじめご了承く
ださい。

　● 会場では間隔をとってお座りいただくため座席数に限りが
ありますので、あらかじめご了承ください。
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招集ご通知

証券コード　4463
2023年３月８日

株　主　各　位
福 井 市 文 京 ４ 丁 目 2 3 番 １ 号

日 華 化 学 株 式 会 社
代表取締役社長 江 守 康 昌

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
https://d.sokai.jp/4463/teiji/

【当社ウェブサイト】
https://www.nicca.co.jp/ir/meeting.html
（上記ウェブサイトにアクセスいただき、ファイル名「第109期 定時株主総会招集ご通知」
を選択してご確認ください。）

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「日華化学」また
は「コード」に当社証券コード「4463」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類／ＰＲ
情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知／株主総会資料」欄よりご
確認ください。）

第109期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第109期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供
措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに「第109期定時株主総会招集ご通知」として掲載し
ておりますので、以下のいずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげま
す。

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット等または書面により議決権を行使することができますの
で、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年３月27日（月曜日）営業時間終了後（午後５時）
までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

［インターネット等による議決権行使の場合］
　当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://www.web54.net）にアクセスしていただき、本招集ご通知と
あわせてお送りする議決権行使書用紙に表示された「議決権行使コード」及び「パスワード」をご利用のうえ、
画面の案内に従って、議案に対する賛否を上記の行使期限までにご入力ください。
　インターネット等による議決権行使に際しましては、後記の「インターネット等による議決権行使のご案内」
をご確認くださいますようお願い申しあげます。

－ 1 －
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招集ご通知

１．日 時 2023年３月28日（火曜日）午前10時 （受付開始予定時刻　午前９時）

２．場 所 福井市中央１丁目２番１号
ハピリン ３階 ハピリンホール

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第109期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）事業報告、連結計算書類並びに会

計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第109期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役11名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 補欠監査役１名選任の件
第５号議案 会計監査人選任の件

［書面（郵送）による議決権行使の場合］
　議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、上記の行使期限までに到着するようご返送くださ
い。

敬　具
記

４ ．招集にあたっての決定事項 （議決権行使についてのご案内）
（１）書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場
合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
（２）インターネット等により複数回、 議決権を行使された場合は、 最後に行われた議決権行使を有効なもの
としてお取り扱いいたします。
（３）インターネット等と書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、 到着日時を問わず 、 イン
ターネット等による議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送りする「議決権行使書用紙」を会場受付にご提出くださいま
すようお願い申しあげます。
　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の
事項を掲載いたします。
　会社法改正により、電子提供措置事項について上記の各ウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認いただくことを原則とし、
基準日までに書面交付請求をいただいた株主様に限り、書面でお送りすることとなりましたが、本株主総会においては、書面
交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送りいたします。
　なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第19条の規定に基づき、お送りする書面には
記載しておりません。
①　事業報告の「会社の体制及び方針」
②　連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
③　計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査役が
監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。

－ 2 －
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議決権行使のご案内

議決権行使のご案内

株主総会にご出席
される場合

本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。（ご捺印は不要で
す。）
日 時

2023年３月28日（火曜日）

午前10時
(受付開始予定時刻　午前９時)

場 所

福井市中央１丁目２番１号
ハピリン
３階 ハピリンホール
　

書面で議決権を行使
される場合

本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、切手を貼らずに
ご投函ください。
行使期限

2023年３月27日（月曜日）

午後５時到着分まで
　

インターネット等で議決権を
行使される場合

当 社 指 定 の 議 決 権 行 使 サ イ ト
（https://www.web54.net）にア
クセスし、本招集ご通知とあわせて
お送りする議決権行使書用紙に記載
された「議決権行使コード」及び
「パスワード」をご入力いただき、
画面の案内に従って賛否をご入力く
ださい。
行使期限

2023年３月27日（月曜日）

午後５時まで
　

機関投資家の皆様へ
当社は、株式会社ICJが運営する「機関投資家向け」議決権電子行使プラットフォームに参加しておりま
す。

株主総会における議決権は、以下の方法によりご行使いただくことができます。

　■ インターネット等と書面により重複して議決権を行使された場合は、インターネット等による議決権行使を有効とします。
   インターネット等により複数回にわたって議決権を行使された場合は、最後に行われた議決権行使を有効とします。

－ 3 －
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インターネットによる議決権行使のご案内

インターネット等による議決権行使のご案内
QRコードを読み取る方法「スマート行使」
議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。 以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日 議決権行使コード及びパ
スワードを入力すること
なく議決権行使ウェブサ
イトにログインすること
ができます。

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですがPC向けサイトへアクセス
し、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログ
イン、再度議決権行使をお願いいたします。
※QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイトへ遷移できます。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

議決権行使コード・パスワードを入力する方法
議決権行使ウェブサイト https://www.web54.net
　
１ 議決権行使ウェブサイトに

アクセスしてください。

・「次へすすむ」を
クリック

　

２ 議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

・「議決権行使コード」を入力
・「ログイン」をクリック

　

３ 議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

・「初期パスワード」を入力
・実際にご使用になる新しい
パスワードを設定してください

・「登録」をクリック
　

※操作画面はイメージです。 4 以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。
　

インターネット等による議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　9：00～21：00）

－ 4 －
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剰余金処分議案

第１号議案 剰余金の処分の件

株主総会参考書類

議案及び参考事項

　　　当社は、株主の皆様に対し安定的な配当を継続して実施するとともに、各期の業績と将来の成
長のために必要な投資や今後の事業展開等を総合的に勘案し、剰余金の配当を決定しておりま
す。また、将来的に配当性向30％を目安として拡充していく方針であります。今後も、「株主
の皆様への利益還元」「財務体質の強化」「収益力向上を目指した資本の有効かつ戦略的な活
用」のバランスを取りながら、その一層の充実に努めてまいります。

　　　第109期の期末配当金につきましては、上記の方針に基づき、以下のとおりといたしたいと存
じます。

　　期末配当に関する事項
　　⑴　配当財産の種類
　　　　　金銭

　　⑵　配当財産の割当てに関する事項及びその総額
　　　　　当社普通株式１株につき金19円
　　　　　配当総額307,832,053円
　　　　　なお、2022年９月に１株当たり11円の中間配当を実施しておりますので、
　　　　　１株当たりの年間配当金は30円となります。

　　⑶　剰余金の配当が効力を生じる日
　　　　　2023年３月29日

－ 5 －
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取締役候補者番号１、取締役候補者番号２

第２号議案 取締役11名選任の件

候補者
番　号 氏　名 現在の当社における地位・担当

1
え

江
 

　
も り

守
 

 
 

　
 

 
や す

康
 

　
ま さ

昌 代表取締役社長執行役員　CEO 再 任
　

2
た つ

龍
 

　
む ら

村
 

 
 

　
 

 
か ず

和
 

　
ひ さ

久
代表取締役副社長執行役員　COO
化粧品部門長　デミコスメティクスカンパ
ニープレジデント　営業統括本部長

再 任
　

3
か た

片
 

　
ぎ り

桐
 

 
 

　
 

 
 

　
 

　
すすむ

進 取締役常務執行役員  COO to Chemicals
化学品部門長 再 任

　

4
さ わ

澤
 

　
さ き

崎
 

 
 

　
 

 
しょう

祥
 

　
や

也 取締役執行役員　CFO(Administration) 
管理部門長 再 任

　

5
り

李
 

　
 

　
 

 
 

　
 

 
しょう

晶
 

　
に ち

日 取締役執行役員　中国事業統括 再 任
　

6
い な

稲
 

　
つ ぎ

継
 

 
 

　
 

 
た か

崇
 

　
ひ ろ

宏 取締役執行役員　CTO
化学品部門界面科学研究所長 再 任

　

7
ふ じ

藤
 

　
も り

森
 

 
 

　
 

 
だ い

大
 

　
す け

輔 取締役執行役員　COO to Cosmetics
化粧品部門副部門長 再 任

　

8
ず

図
 

　
し

子
 

 
 

　
 

 
きょう

恭
 

　
い ち

一 社外取締役 再 任
　

社 外
　

独 立
　

9
あ い

相
 

　
ざ わ

澤
 

 
 

　
 

 
 

　
 

　
かおる

馨 社外取締役 再 任
　

社 外
　

独 立
　

10
や ま

山
 

　
お か

岡
 

 
 

　
 

 
み

美
な

奈
こ

子 社外取締役 再 任
　

社 外
　

独 立
　

11
さ か

坂
 

　
も と

本
 

 
 

　
 

 
しゅう

修
 

　
い ち

一 新 任 社 外 独 立

　取締役全員10名は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、あらためて取締役11
名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は次のとおりであります。

CEO…Chief Exective Officer　  COO…Chief Operating Officer　  CFO…Chief Financial Officer　  CTO…Chief Technology Officer

－ 6 －
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取締役候補者番号１、取締役候補者番号２

候補者番号 え

江
も り

守
 

 
や す

康
ま さ

昌

　■ 所有する当社株式の数
928株

　■ 取締役在任年数
29年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回 (100％)　

１ （1962年２月２日生） 再 任
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1985年    4 月 三菱化成株式会社（現 三菱ケ

ミカル株式会社）入社
    1989年    9 月 当社入社
    1993年    6 月 当社取締役
    1995年    6 月 当社専務取締役
    1997年    4 月 当社経営管理本部長 兼 コスメテ

ィックスカンパニープレジデント
    1997年    6 月 当社代表取締役専務取締役
    1998年    6 月 当社代表取締役副社長

1999年    3 月 当社営業部門管掌

    2001年    1 月 当社テキスタイルケミカルカン
パニープレジデント

    2001年    6 月 当社代表取締役社長
    2006年    6 月 当社代表取締役社長執行役員

（現任）
    2007年    12月 当社研究開発本部長
    2009年    1 月 当社化学品部門長
    2017年    11月 当社イノベーション推進部門長
    2021年    3 月 当社CEO（現任）

　重要な兼職の状況
　重要な兼職はありません。
選任の理由

　江守康昌氏につきましては、2001年に当社代表取締役社長に就任し、2006年からは当社代表取
締役社長執行役員を務め、当社経営の執行と監督を適切に行っております。これまでの経営全般に
係る豊富な経験と実績を活かすことにより、引き続き当社の企業価値の持続的向上に適切な人材と
判断し、取締役として選任をお願いするものであります。
候補者と当社との特別の利害関係

　特別の利害関係はありません。

候補者番号 た つ

龍
む ら

村
 

 
か ず

和
ひ さ

久

　■ 所有する当社株式の数
55,800株

　■ 取締役在任年数
13年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回 (100％)　

２ （1971年９月１日生） 再 任
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1995年    4 月 日本オラクル株式会社入社
    2004年    12月 当社入社
    2005年    6 月 当社執行役員

当社デミコスメティクスカンパ
ニープレジデント（現任）

    2009年    1 月 当社化粧品部門長（現任）
    2009年    4 月 当社常務執行役員
    2009年    6 月 当社取締役

    2012年    2 月 当社化学品部門管掌
    2012年    6 月 当社代表取締役専務執行役員
    2021年    3 月 当社代表取締役副社長執行役員

（現任）
当社COO（現任）

2022年12月　　当社デミコスメティクスカンパ
ニー営業統括本部長（現任）

　重要な兼職の状況
　重要な兼職はありません。
選任の理由

　龍村和久氏につきましては、会社経営に関する豊富な経験を有しており、2012年から当社代表取
締役専務執行役員を、2021年から当社代表取締役副社長執行役員を務め、当社の経営全般を担って
おります。これらの経験と実績を活かして、引き続き当社経営を担う適切な人材と判断し、取締役
として選任をお願いするものであります。
候補者と当社との特別の利害関係

　特別の利害関係はありません。

－ 7 －
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取締役候補者番号３、取締役候補者番号４

候補者番号 か た

片
ぎ り

桐
 

 
 

　
す す む

進

　■ 所有する当社株式の数
18,174株

　■ 取締役在任年数
５年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回 (100％)　

３ （1956年２月25日生） 再 任
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1979年    4 月 三井物産株式会社入社
    2006年    6 月 同社化学品第一本部 化成品部長
    2009年    4 月 同社米州本部 Divisional Operating 

Officer of ORGANIC CHEMICALS 
DIVISION 兼 Mitsui&Co.
(U.S.A.),Inc. Senior Vice President

    2012年    7 月 同社理事 米州副本部長 兼 Mitsui&Co.
(U.S.A.),Inc. Executive Vice 
President

    2014年    1 月 三井物産プラスチック株式会社 
代表取締役 副社長執行役員

    2014年    6 月 同社代表取締役社長
    2018年    1 月 当社入社

当社執行役員
当社化学品部門 副部門長

    2018年    3 月 当社取締役（現任）
    2019年    3 月 当社常務執行役員 化学品部門長

（現任）
    2020年    1 月 当社化学品戦略企画室長
    2021年    3 月 当社COO to Chemicals（現

任）

　
重要な兼職の状況

　重要な兼職はありません。
選任の理由

　片桐進氏につきましては、合成樹脂をはじめとする機能化学品等に関して幅広い知見を有してい
ることに加え、海外を含めて企業経営全般についても豊富な経験を有しており、現在は化学品部門
長として経営の執行に携わっております。これらの知見と実績を活かして、引き続き当社経営を担
う適切な人材と判断し、取締役として選任をお願いするものであります。
候補者と当社との特別の利害関係

　特別の利害関係はありません。

候補者番号 さ わ

澤
さ き

崎
 

 
し ょ う

祥
や

也

　■ 所有する当社株式の数
5,825株

　■ 取締役在任年数
７年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回 (100％)　

４ （1967年11月16日生） 再 任
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1992年    4 月 当社入社
    2010年    1 月 当社管理部門経営管理本部財務

企画部長
    2011年    2 月 当社経営企画部長
    2013年    1 月 当社管理部門副部門長 兼 経営

企画部長
    2014年    3 月 当社執行役員（現任）

    2016年    3 月 当社取締役（現任）
当社管理部門長 兼 経営企画部
長

    2017年    1 月 当社管理部門長 兼 社長室長
    2018年    6 月 当社管理部門長 兼 グループ管

理室長
    2019年    5 月 当社管理部門長（現任）
    2021年    3 月 当社CFO（Administration）

（現任）　
重要な兼職の状況

　重要な兼職はありません。
選任の理由

　澤崎祥也氏につきましては、当社において経営企画や経理財務等に関する豊富な経験を有してお
り、現在は管理部門長として経営の執行に携わっております。これらの知見と実績を活かして、引
き続き当社経営を担う適切な人材と判断し、取締役として選任をお願いするものであります。
候補者と当社との特別の利害関係

　特別の利害関係はありません。

－ 8 －
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取締役候補者番号５、取締役候補者番号６

候補者番号 り

李
 

 
 

　
し ょ う

晶
に ち

日

　■ 所有する当社株式の数
3,532株

　■ 取締役在任年数
６年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回 (100％)　

５ （1964年11月９日生） 再 任
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1993年    4 月 当社入社
    2000年    12月 杭州日華化学有限公司営業部長
    2008年    3 月 浙江日華化学有限公司（現 日

華化学（中国）有限公司）董事
（現任）
同社副総経理

    2013年    3 月 同社総経理（現任）
    2013年    6 月 当社執行役員（現任）
    2014年    7 月 当社化学品部門繊維事業部長
    2017年    1 月 当社中国事業統括（現任）
    2017年    3 月 当社取締役（現任）

　
重要な兼職の状況

　重要な兼職はありません。

選任の理由
　李晶日氏につきましては、当社連結子会社での会社経営責任者として、グローバルな事業展開に
関する豊富な経験を有しており、現在は当社の中国事業統括として業務執行に携わっております。
これらの知見と実績を活かして、引き続き当社経営を担う適切な人材と判断し、取締役として選任
をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

候補者番号 い な

稲
つ ぎ

継
 

 
た か

崇
ひ ろ

宏

　■ 所有する当社株式の数
4,767株

　■ 取締役在任年数
４年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回（100％）　

６ （1971年３月２日生） 再 任
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1997年    4 月 当社入社
    2008年    7 月 ローディア日華株式会社（現 ソ

ルベイ日華株式会社）主席研究員
    2009年    7 月 同社専任研究員
    2012年    7 月 当社新規育成事業部門特殊化学

品本部研究開発部長
    2016年    10月 当社新規育成事業部門特殊化学

品本部副本部長（研究開発担
当） 兼 事業企画室長

    2017年    1 月 当社特殊化学品本部副本部長（研
究開発担当） 兼 事業企画室長

    2017年    3 月 当社執行役員（現任）
    2017年    11月 当社化学品部門界面科学研究所

長（現任） 兼 イノベーション
推進部門 化学品担当

    2019年    3 月 当社取締役（現任）
    2021年    3 月 当社CTO（現任）

　
重要な兼職の状況

　重要な兼職はありません。

選任の理由
　稲継崇宏氏につきましては、長年にわたり研究開発業務に携わり、当社グループの製品及び基盤
技術全般に関する深い知見を有しております。また、現在は当社界面科学研究所長として化学品部
門全体の研究開発を統括し、中長期を見据えた経営視点での技術戦略の策定とグローバルな研究開
発機能の強化に取り組んでおります。これらの知見と実績を活かして、引き続き当社経営を担う適
切な人材と判断し、取締役として選任をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

－ 9 －
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取締役候補者番号７

候補者番号 ふ じ

藤
も り

森
 

 
だ い

大
す け

輔

　■ 所有する当社株式の数
1,368株

　■ 取締役在任年数
２年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回（100%）　

７ （1976年11月12日生） 再 任
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1999年    4 月 株式会社住友銀行（現 株式会

社三井住友銀行）入行
    2001年    2 月 日本オラクル株式会社入社
    2009年    7 月 当社入社
    2010年    10月 当社化粧品部門デミコスメティ

クスカンパニー経営企画部長
    2012年    2 月 当社化粧品部門デミコスメティ

クスカンパニーバイスプレジデ
ント

    2014年    7 月 当社化粧品部門デミコスメティ
クスカンパニー品質保証本部長

    2016年    3 月　　当社執行役員（現任）

    2017年    1 月 山田製薬株式会社 取締役副社
長

    2018年    4 月 山田製薬株式会社 代表取締役
社長

    2020年    1 月 当社化粧品部門デミコスメティ
クスカンパニー総合企画部長
（現任）

    2021年    3 月 当社取締役（現任）
当社COO to Cosmetics（現
任）
当社化粧品部門副部門長（現
任）

　
重要な兼職の状況

　重要な兼職はありません。

選任の理由
　藤森大輔氏につきましては、当社入社以来主に化粧品部門の経営企画及び営業業務に携わり、長
年にわたりデミコスメティクスカンパニーのバイスプレジデントを務め、現在では化粧品部門副部
門長を務めるなど、化粧品部門全般における豊富な経験を有しております。また、当社の重要連結
子会社である山田製薬株式会社の代表取締役として、会社経営責任者としての経験も併せて有して
おります。これらの知見と実績を活かして、引き続き当社経営を担う適切な人材と判断し、取締役
として選任をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

－ 10 －
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取締役候補者番号８、取締役候補者番号９

候補者番号 ず

図
し

子
 

 
き ょ う

恭
い ち

一

　■ 所有する当社株式の数
０株

　■ 社外取締役在任年数
９年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

15／16回 (93.7％)　

８ （1948年４月９日生） 再 任
　

社 外
　

独 立
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1971年    4 月 長瀬産業株式会社入社
    2001年    6 月 同社執行役員
    2003年    6 月 同社取締役 兼 執行役員
    2006年    4 月 同社取締役 兼 常務執行役員
    2008年    6 月 同社代表取締役 兼 常務執行役員

    2009年    4 月 同社代表取締役 兼 専務執行役員
    2012年    6 月 同社退社
    2014年    3 月 当社社外取締役（現任）

　
重要な兼職の状況

　重要な兼職はありません。

選任の理由及び期待される役割の概要
　社外取締役候補者としての図子恭一氏につきましては、長瀬産業株式会社において代表取締役兼
専務執行役員をはじめ要職を歴任されております。長年培われたそれらの豊富な経験や知識に加
え、企業経営全般についての幅広い見識を有しておられることから、その経験を当社の経営に活か
していただけると判断し、社外取締役として選任をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

候補者番号 あ い

相
ざ わ

澤
 

 
 

　
か お る

馨

　■ 所有する当社株式の数
2,497株

　■ 社外取締役在任年数
７年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回 (100％)　

９ （1952年８月25日生） 再 任
　

社 外
　

独 立
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1977年    4 月 日東電工株式会社入社
    2003年    4 月 同社執行役員
    2006年    6 月 同社常務執行役員
    2007年    6 月 同社取締役常務執行役員
    2010年    6 月 同社取締役専務執行役員
    2011年    6 月 同社代表取締役専務執行役員

    2014年    6 月 同社退社
    2014年    9 月 当社顧問（研究開発分野）
    2016年    3 月 当社社外取締役（現任）
    2016年    6 月 メタウォーター株式会社社外取

締役（現任）

　
重要な兼職の状況

　メタウォーター株式会社社外取締役

選任の理由及び期待される役割の概要
　社外取締役候補者としての相澤馨氏につきましては、日東電工株式会社において代表取締役専務
執行役員をはじめ要職を歴任されております。それらの豊富な経験と幅広い見識により、当社の経
営全般に対して客観的かつ有効性のある助言をいただくとともに、コーポレートガバナンスを強化
していただけると判断し、社外取締役として選任をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。
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取締役候補者番号10

候補者番号 や ま

山
お か

岡
 

 
み

美
な

奈
こ

子

　■ 所有する当社株式の数
667株

　■ 社外取締役在任年数
２年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回（100%）　

10 （1959年4月7日生） 再 任
　

社 外
　

独 立
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1995年    4 月 株式会社ファンケル入社
    2007年    4 月 同社執行役員
    2008年    6 月 同社取締役執行役員
    2013年    3 月 同社取締役専務執行役員
    2014年    4 月 同社取締役専務執行役員 兼 株

式会社ファンケル化粧品代表取
締役社長

    2018年    7 月 同社顧問
    2019年    1 月 同社顧問退任・退社
    2020年    6 月 株式会社アンズコーポレーショ

ン取締役
    2021年    3 月 当社社外取締役（現任）
    2021年    6 月 コンドーテック株式会社社外取

締役（監査等委員）（現任）
　
重要な兼職の状況

　コンドーテック株式会社社外取締役（監査等委員）

選任の理由及び期待される役割の概要
　社外取締役候補者としての山岡美奈子氏につきましては、株式会社ファンケル取締役専務執行役
員を歴任されるなど、主に化粧品業界における豊富な経営経験を通しマーケティングなど幅広い見
識を有しており、当社の経営全般に対して多様な価値観の観点を踏まえた客観的かつ有効性のある
助言をいただけるものと判断し、社外取締役として選任をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

－ 12 －
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取締役候補者番号11、スキルマトリックス

候補者番号 さ か

坂
も と

本
 

 
し ゅ う

修
い ち

一

　■ 所有する当社株式の数
０株

　■ 社外取締役在任年数
－年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

－回　

11 （1957年10月13日生） 新 任
　

社 外
　

独 立
　

略歴並びに当社における地位及び担当
    1981年    4 月 旭化成工業株式会社（現旭化成

株式会社）入社
    2011年    4 月 旭化成ケミカルズ株式会社執行

役員
    2014年    4 月 同社取締役常務執行役員
    2014年    11月 旭化成株式会社上席執行役員 

兼  経営戦略室長
    2016年    4 月 同社常務執行役員

    2016年    6 月 同社取締役（現任）
    2018年    4 月 旭化成ファーマ株式会社取締役

会長（現任）
    2018年    4 月 旭化成メディカル株式会社取締

役会長（現任）
    2019年    4 月 旭化成株式会社専務執行役員

（現任）

　
重要な兼職の状況

　旭化成株式会社取締役専務執行役員
　旭化成ファーマ株式会社取締役会長
　旭化成メディカル株式会社取締役会長

選任の理由及び期待される役割の概要
　社外取締役候補者としての坂本修一氏につきましては、旭化成株式会社取締役専務執行役員を歴
任されるなど、化学品業界及び経営企画、管理分野における豊富な経営経験と幅広い見識により、
当社の化学品事業はもとより経営全般に対して客観的かつ有効性のある助言をいただけるものと考
え、社外取締役として選任をお願いするものであります。なお、同氏は新任取締役候補者でありま
す。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

（注）１. 坂本修一氏は現在、旭化成株式会社取締役専務執行役員、旭化成ファーマ株式会社取締役会長及び旭
化成メディカル株式会社取締役会長でありますが、旭化成株式会社専務執行役員、旭化成ファーマ株
式会社取締役会長及び旭化成メディカル株式会社取締役会長につきましては2023年３月31日をもっ
て、旭化成株式会社取締役につきましては2023年６月開催予定の同社定時株主総会終結の時をもっ
て退任する予定であります。

　　　２．各候補者の所有する当社株式の数には、日華化学役員持株会名義の株式数を含めて記載しておりま
す。

３. 図子恭一、相澤馨、山岡美奈子及び坂本修一の各氏は、社外取締役候補者であります。
４. 当社は、図子恭一、相澤馨及び山岡美奈子の各氏を、東京証券取引所及び名古屋証券取引所の定めに

基づく独立役員に指定し、両取引所に届け出ております。各氏の再任が承認された場合には、当社は
引き続き各氏を独立役員として、両取引所に届け出る予定であります。また、坂本修一氏の選任が承
認された場合には、当社は同氏を独立役員として、両取引所に届け出る予定であります。

５. 社外取締役との責任限定契約について
　　　図子恭一、相澤馨及び山岡美奈子の各氏は、現在、当社の社外取締役であり、当社は、各氏との間

で、会社法第423条第１項の損害賠償責任について、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を
限度とする責任限定契約を締結しております。また、当社は、図子恭一、相澤馨、山岡美奈子及び坂
本修一の各氏が取締役に再任または選任され就任した場合には、各氏との間で、当該責任限定契約を
継続または締結する予定であります。

－ 13 －
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取締役候補者番号11、スキルマトリックス

６. 役員等賠償責任保険契約について
　　　　　　当社は、取締役全員を被保険者として会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契
　　　　　約を保険会社との間で締結しており、被保険者である取締役がその職務の執行に関し責任を負うこ
　　　　　と、または当該責任の追及に係る請求を受けることによって生じることのある損害を当該保険契約に
　　　　　より填補することとしております。なお、各候補者が取締役に再任または選任され就任した場合に
　　　　　は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同程度の内容
　　　　　で更新することを予定しており、被保険者全ての保険料を当社が負担しております。

候補者
番号 氏　名 企業経営 国際性 財務・会計 営業／

マーケティング 研究開発 人事 ESG ガバナンス

1 江 守  康 昌 ● ● ●

2 龍 村  和 久 ● ● ● ●

3 片 桐   　進 ● ● ● ●

4 澤 崎  祥 也 ● ● ● ●

5 李　   晶 日 ● ● ●

6 稲 継  崇 宏 ● ● ● ●

7 藤 森  大 輔 ● ● ●

8 図 子  恭 一 ● ● ● ●

9 相 澤   　馨 ● ● ● ●

10 山 岡 美奈子 ● ● ● ●

11 坂 本  修 一 ● ● ● ●

取締役候補者のスキル・専門性について

－ 14 －
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監査役選任議案

第３号議案 監査役１名選任の件

み や

宮
も と

本 
か ず

和
ひ ろ

浩

　■ 所有する当社株式の数
53,300株

　■ 監査役在任年数
４年

　■ 当期における
取締役会への出席状況

16／16回（100%）

　■ 当期における
監査役会への出席状況

13／13回（100%）
　

　

（1960年５月11日生）
　

再 任
　

略歴並びに当社における地位
    1983年    3 月 当社入社
    1999年    4 月 韓国精密化学株式会社（現 Ｎ

ＩＣＣＡ ＫＯＲＥＡ ＣＯ.,ＬＴ
Ｄ.)理事 兼 経営企画室長

    2001年    8 月 当社経営支援本部経営企画部次
長

    2002年    12月 当社デミコスメティクスカンパ
ニーバイスプレジデント

    2006年    1 月 当社経営管理本部グループ経営
推進室長

    2006年    4 月 当社経営管理本部経理財務部長
    2006年    12月 当社経営管理本部副本部長
    2009年    4 月 当社執行役員
    2010年    1 月 当社管理部門経営管理本部副本

部長（経理財務管掌）
    2012年    2 月 当社管理部門経営管理本部人事

総務部長
    2013年    1 月 台湾日華化学工業股份有限公司

董事 兼 副総経理
    2019年    3 月 当社監査役（現任）　

重要な兼職の状況

　重要な兼職はありません。

選任の理由
　宮本和浩氏につきましては、当社において財務・会計関連業務を中心に幅広い分野に従事し、当
社連結子会社の会社経営責任者としてグローバルな事業展開に携わるなど、豊富な業務経験と経理
財務に関する高い知見を有しております。引き続き監査役としての役割を果たすことができる人材
と判断し、監査役として選任をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

　監査役宮本和浩は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、あらためて監査役１名
の選任をお願いしたいと存じます。なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ておりま
す。
　監査役候補者は次のとおりであります。

（注）役員等賠償責任保険契約について
当社は、監査役全員を被保険者として会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を

保険会社との間で締結しており、被保険者である監査役がその職務の執行に関し責任を負うこと、または
当該責任の追及に係る請求を受けることによって生じることのある損害を当該保険契約により填補するこ
ととしております。なお、宮本和浩氏が監査役に再任され就任した場合には、当該保険契約の被保険者と
なります。また、当該保険契約は次回更新時においても同程度の内容で更新することを予定しており、被
保険者全ての保険料を当社が負担しております。

－ 15 －
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補欠監査役選任議案

第４号議案 補欠監査役１名選任の件

の

野
な み

波
 

 
と し

俊
み つ

光

　■ 所有する当社株式の数
0株

　

（1970年２月16日生） 社 外
　

独 立
　

略歴並びに当社における地位
    1992年    4 月 公認会計士平要志和事務所入所
    1999年    10月 監査法人トーマツ（現 有限責

任監査法人トーマツ）大阪事務
所入所

    2003年    7 月 トーマツコンサルティング株式
会社（現 デロイトトーマツコ
ンサルティング合同会社）入社

    2005年    7 月 野波公認会計士事務所所長（現
任）

    2009年    10月 福井県信用保証協会外部評価委
員会委員（現任）

    2016年    4 月 福井県包括外部監査人
    2019年    8 月 ブレイクスルーコンサルティン

グ株式会社代表取締役（現任）
    2020年    4 月 福井県公益認定等委員会委員

（現任）
    2022年    7 月 日本公認会計士協会北陸会監事

（現任）
    2022年    11月 福井県行財政改革推進懇談会委

員（現任）　
重要な兼職の状況

　公認会計士
　野波公認会計士事務所所長
　ブレイクスルーコンサルティング株式会社代表取締役
　福井県信用保証協会外部評価委員会委員
　福井県公益認定等委員会委員
　日本公認会計士協会北陸会監事
　福井県行財政改革推進懇談会委員

選任の理由
　補欠の社外監査役候補者としての野波俊光氏につきましては、公認会計士としての財務及び会計
に関する高度な専門知識と豊富な経験を有しておられることから、その経験を当社の監査体制の強
化に活かしていただけると判断し、補欠監査役として選任をお願いするものであります。

候補者と当社との特別の利害関係
　特別の利害関係はありません。

　法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠の社外監査役１名の選任をお願
いいたしたく存じます。
　本議案は、監査役の補欠として選任をお願いするものであります。監査役として就任した場
合、その任期は、当社定款の規定により、前任者の任期の満了する時までとなります。なお、本
議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。
　補欠監査役の候補者は次のとおりであります。

（注）１. 野波俊光氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
２. 野波俊光氏が監査役に就任した場合には、東京証券取引所及び名古屋証券取引所の定める独立役員の

要件を満たしておりますので、当社は同氏を独立役員として指定し、両取引所に届け出る予定であり
ます。

－ 16 －
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補欠監査役選任議案

３. 社外監査役との責任限定契約について
　　　当社は、社外監査役と会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結できる旨を定款

で定めており、野波俊光氏が監査役に就任した場合、当社は、同氏との間で当該責任限定契約を締結
する予定であります。なお、当該契約の損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低
責任限度額としております。

４. 役員等賠償責任保険契約について
当社は、監査役全員を被保険者として会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契

約を保険会社との間で締結しており、被保険者である監査役がその職務の執行に関し責任を負うこ
と、または当該責任の追及に係る請求を受けることによって生じることのある損害を当該保険契約に
より填補することとしております。なお、野波俊光氏が監査役に就任した場合には、当該保険契約の
被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同程度の内容で更新することを予
定しており、被保険者全ての保険料を当社が負担しております。

－ 17 －
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会計監査人選任議案

第５号議案 会計監査人選任の件

名称 清稜監査法人

代表社員　会長 石井　和也

主たる事務所所在地 大阪府大阪市中央区本町１丁目６－16　いちご堺筋本町ビル８階

拠点 ２拠点（大阪、東京）

沿革     1987年    5 月 堺市で法人設立、同時に東京事務所を開設
    2007年    4 月 上場会社監査事務所登録
    2009年    7 月 本部事務所を大阪市中央区に移転

概要 出資金 22,500千円
構成員 代表社員・社員 19名

公認会計士 ４名
非常勤職員 61名
その他職員 ７名
合計 91名

監査対象の上場会社数 11社
　

当社の会計監査人である有限責任あずさ監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了により退任
いたします。つきましては、監査役会の決定に基づき清稜監査法人を会計監査人に選任することにつ
きご承認をお願いするものであります。

１．監査役会が新たな会計監査人として清稜監査法人を候補者とした理由
　当社は、近年、監査報酬が増加傾向にあることなどを契機として、当社の事業規模に適した
監査対応と監査費用の相当性を考慮し、複数の監査法人を対象に比較検討を実施してまいりま
した。当社監査役会は、清稜監査法人の独立性及び専門性、監査の実施状況、品質管理体制、
監査報酬等を総合的に勘案した結果、適任と判断したためであります。

２．会計監査人候補者
　会計監査人候補者は次のとおりであります。

以　上

－ 18 －
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事業の経過及びその成果

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

（添付書類）
事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況に関する事項
⑴　事業の経過及びその成果

　当連結会計年度（自　2022年１月１日　至　2022年12月31日）における世界経済は、ゼロ
コロナ政策を推進する中国・上海の都市封鎖が、中国をはじめ世界経済に影響を及ぼし、ロシ
アのウクライナ侵攻で端を発した資源価格の上昇に加え、米国政策金利の引き上げの影響によ
る大幅な為替変動など予断を許さない状況が継続しております。またわが国経済は、新型コロ
ナウイルス感染症の再拡大があったものの、各種制限の段階的な緩和が進み、社会経済活動の
正常化が徐々に進みましたが、歴史的な円安が進むなか輸入物価の上昇によって高インフレと
なり消費マインドは伸び悩んでおり、国内外とも依然として先行きは不透明な状況が続いてお
ります。
　このような中、当社グループは、永続的成長に向けて2025年までの全社基本ビジョンを「世
界中のお客様から最も信頼されるイノベーション・カンパニー」と掲げ、３つの経営軸
（「Innovation」「Efficiency」「Sustainability」）のもと、激変する経営環境をビジネス
チャンスへと昇華し、社会からますます必要とされる価値を提供する事業に注力することで、
着 実 に 成 長 を 遂 げ る 真 に 強 い 企 業 集 団 へ と 生 ま れ 変 わ る た め 、 中 期 経 営 計 画
『INNOVATION25』(2021-2025）を掲げ、５つの全社基本戦略（「事業構造の大転換」
「生産性改革」「財務基盤の強化」「サステナブル経営の推進」「大家族主義の進化」）に取
り組んでまいりました。
　今回、新たな３か年中期経営計画『INNOVATION25』(2023-2025）を掲げ、不透明な経
営環境に左右されない強固な経営基盤の構築と企業価値向上を図ってまいります。

　この結果、売上高50,627百万円（前連結会計年度は48,474百万円）、営業利益2,628百万円
（前連結会計年度は2,453百万円）、経常利益3,132百万円（前連結会計年度は2,706百万
円）、親会社株主に帰属する当期純利益2,114百万円（前連結会計年度は2,595百万円）となり
ました。
　売上高につきましては、コロナ禍の影響を受けましたが、販売拡大、価格改定及び円安によ
り増収となりました。
　営業利益及び経常利益につきましては、原材料の高騰の影響を受けましたが、価格改定、販
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事業の経過及びその成果

売拡大及び円安により増益となりました。
　親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、経常利益の増加はあったものの、前期に
香港日華化学有限公司の固定資産売却益による特別利益があったことから減益となりました。

【化学品事業】
　化学品事業には、当社グループの主力となる繊維化学品の他に機能化学品、先端材料、クリ
ーニング・メディカル用薬剤が含まれております。
　売上高は36,268百万円（前連結会計年度は33,773百万円）、セグメント利益は1,861百万
円（前連結会計年度は1,460百万円）となりました。
　売上高においては、コロナ禍の影響が継続した中、一部地域や一部市場を除いて需要回復が
見られ、販売拡大や価格改定、円安の影響で増収となりました。中でも注力領域であるＥ／環
境、Ｈ／健康・衛生、Ｄ／先端材料関連のフッ素化成品、特殊樹脂モノマー販売が堅調に推移
しました。また、主力である繊維化学品分野につきましては中国、アセアン、南西アジアの各
地域において上期まで堅調に推移しましたが、下期以降特に第４四半期において、欧米の消費
が沈み込んだ事などから欧米アパレルの在庫調整により需要の急激な落ち込みが見られまし
た。国内においては、リネンサプライ用薬剤が大きく回復しました。
　セグメント利益においては、ウクライナ情勢の影響などにより原材料価格高騰がありました
が、価格改定に加えて、販売拡大、経費抑制、円安の影響により増益となりました。

【化粧品事業】
　化粧品事業はヘアケア剤、ヘアカラー剤、パーマ剤、スキャルプケア剤及びスタイリング剤
が主な取扱品であります。
　売上高は13,265百万円（前連結会計年度は14,087百万円）、セグメント利益は2,438百万
円（前連結会計年度は2,794百万円）となりました。
　売上高においては、化粧品事業全体では前年並みとなりました。当社デミコスメティクス
は、引き続きコロナ禍による美容室来店客数減の影響を受けたものの、主力ヘアケアブランド
の拡販等により堅調に推移しました。連結子会社においては、DEMI KOREA CO.,LTD.はコ
ロナ禍の影響に加え物価高などによる消費者マインド悪化による美容室来店客数減の中でも、
主力ヘアケアブランドの拡販等により続伸した一方、山田製薬株式会社は前連結会計年度に大
口受託案件の一時的増産があった影響及び手指消毒剤の大幅減等により売上が減少しました。
　セグメント利益においては、デミコスメティクスやDEMI KOREA CO.,LTD.が堅調に推移
したものの、化粧品事業全体的に原料・資材高騰の影響を受けたほか、山田製薬株式会社の減
収の影響が大きく、化粧品事業全体では減益となりました。
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設備投資の状況、資金調達の状況

⑵　設備投資の状況
　当連結会計年度における設備投資額は1,295百万円であります。
　化学品事業におきましては、現有設備の維持更新及び当社鯖江工場における環境対応の投資な
どを実施した結果、設備投資額は813百万円となりました。
　化粧品事業におきましては、当社製造設備に対する投資など合理化のための製造設備関連等へ
の投資を実施した結果、設備投資額は213百万円となりました。

⑶　資金調達の状況
　当連結会計年度におきましては、連結グループ内で資金の有効活用を進め、金融機関へ借入金
の返済を行いました。当連結会計年度末における当社グループの有利子負債の合計残高は、前連
結会計年度末に比べて1,362百万円減少し、10,338百万円となりました。
　また、当社は設備投資資金及び運転資金等の確保を目的として、2016年２月10日に株式会社
福井銀行他４行とシンジケーション方式のタームアウトオプション付コミットメントライン契約
を締結しております。
　なお、当連結会計年度において、新株式発行及び社債発行等の資金調達は行っておりません。
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対処すべき課題

⑷　対処すべき課題
　当社グループを取り巻く経営環境は今後も不透明な状況が続くものと考えております。また、
「気候変動問題の世界的対応」、「サーキュラーエコノミーの台頭」、「超スマート社会への進
展加速」、「人はより健康により衛生的に」など価値観が大きく変化してきており、この変化を
捉えて社会の期待に応えていくこと、すなわち「規模」よりも「質」的成長を優先することが当
社グループの大きな経営課題となっていると認識しています。
　このような状況の中、当社グループは、企業パーパスを「Activate Your Life」と再定義し、
全社基本ビジョンである「世界中のお客様から最も信頼されるイノベーション・カンパニー」実
現に向け、激変する経営環境をビジネスチャンスへと昇華し、社会からますます必要とされる価
値を提供する事業に注力することで更なる収益性向上に向けて邁進してまいります。
　また、2025年に向けた５か年中期経営計画『INNOVATION25』（2021-2025）をアップ
デートし、新たな経営目標を定めました。中期経営計画達成に向けて、次の課題に取り組んでま
いります。

①事業構造の大転換：「環境」「健康・衛生」「先端材料」領域への注力
　　当社グループは、「環境（Environment）」「健康・衛生（Health）」「先端材料

（Digital）」の３つの領域を注力事業領域と定め（以下、「EHD事業」といいます。）、事
業ポートフォリオを大きく転換し、持続可能な社会と循環型経済の実現、人々の健康促進や衛
生環境の進化、先端情報技術分野での先駆的な技術や材料提供によるスマート社会の実現に貢
献する、個性ある化学メーカーを目指してまいります。

②メリハリのある投資：注力事業への投資、投下資本収益性向上
　　当社グループは、不確実性の高い経営環境にあっても、成長投資を機動的かつ安定的に実施

するために、継続的に財務体質の強化に取り組み、成長事業かつ社会価値の高い事業に集中し
た投資を実施してまいります。また、運転資金の適正化や厳選した投資の実行などにより投下
資本収益性を高めることで、企業価値の向上に努めてまいります。

③生産性改革：デジタルトランスフォーメーションの積極推進
　　当社グループは、デジタル技術を積極的に企業活動に取り込むことで、デジタルトランスフ

ォーメーションを強力に推進し、生産活動、研究開発及び営業活動を飛躍的に効率化し、一人
当たりの生産性を大きく向上させてまいります。また、効率化によって生み出された経営資源
を、EHD事業の推進及びお客様とのコミュニケーション頻度と質の向上に振り向けていくこ
とで、最重要課題であるイノベーションの創出を加速してまいります。

－ 22 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2023/02/24 17:04:24 / 22941419_日華化学株式会社_招集通知_電子提供措置用

対処すべき課題

④サステナブル経営の推進：持続可能な社会への貢献
　　当社グループは、「持続可能な開発目標（SDGs）」が示す世界的な優先課題及び世界のあ

るべき姿に対し、企業活動を通じて貢献してまいります。また、地球環境、人々のくらし、社
会をより豊かにすることを重要課題と捉え、サステナブル経営の取り組みを加速させてまいり
ます。気候変動対策としては、「2030年にグループ全体のCO₂実質排出量30%削減（2018年
度比）」を経営目標とし、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

⑤大家族主義の進化：社員エンゲージメント向上とダイバーシティの推進
　　当社グループは、多様な人材が世界中から集い、高いモチベーションで持てる能力を最大限

発揮しグローバルに活躍できる企業集団を目指して、「人材」と「働き方」の多様性を高める
と同時に、全グループ社員の仕事のやりがいと、貢献度の高い社員の満足度を向上させていく
ことで、当社グループの重要な経営フィロソフィーである「大家族主義」を進化させてまいり
ます。

　当社グループは、上記諸施策に加え、コーポレート・ガバナンスの強化及び社会に配慮した経
営を推進するとともに、お客様、株主の皆様、そして社会から信頼され選ばれる企業を目指し、
長期的な成長の実現と一層の企業価値向上を図ってまいります。
　株主の皆様におかれましては、当社グループの経営活動に引き続きご理解をいただき、一層の
ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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財産及び損益の状況の推移

区 分 (2019年 1 月 1 日から
2019年12月31日まで)

第 106 期

　
(2020年 1 月 1 日から
2020年12月31日まで)

第 107 期

　
(2021年 1 月 1 日から
2021年12月31日まで)

第 108 期

　
(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

第 109 期（当期）

　
売 上 高 46,191百万円 41,179百万円 48,474百万円 50,627百万円

経 常 利 益 1,334百万円 1,645百万円 2,706百万円 3,132百万円

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 900百万円 1,044百万円 2,595百万円 2,114百万円

１株当たり当期純利益 57円33銭 66円40銭 164円82銭 134円08銭

総 資 産 55,053百万円 53,175百万円 54,533百万円 56,122百万円

純 資 産 22,414百万円 23,166百万円 27,323百万円 30,392百万円
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⑸　財産及び損益の状況の推移

（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数から期中平均自己株式数を控除した株式数により
　　　　　算出しております。
　　　２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第109期（当期）の
　　　　　期首から適用しており、第109期（当期）に係る各数値については、当会計基準等を適用した後の
　　　　　数値となっております。
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重要な親会社及び子会社の状況

名 称 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

山 田 製 薬 株 式 会 社 60,000千円 100.00％ 化粧品製造・販売

イ ー ラ ル 株 式 会 社 80,000千円 100.00％ 化粧品販売

大 智 化 学 産 業 株 式 会 社 99,000千円 100.00％ 化学製品製造・販売

香 港 日 華 化 学 有 限 公 司 34,000千香港ドル 100.00％ 界面活性剤販売
Ｎ Ｉ Ｃ Ｃ Ａ  Ｉ Ｎ Ｄ Ｉ Ａ
Ｐ Ｒ Ｉ Ｖ Ａ Ｔ Ｅ  Ｌ Ｉ Ｍ Ｉ Ｔ Ｅ Ｄ 72,000千ルピー 100.00％ 界面活性剤販売

ＤＥＭＩ ＫＯＲＥＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. 2,000,000千ウォン 100.00％ 化粧品製造・販売

Ｎ Ｉ Ｃ Ｃ Ａ  Ｕ . Ｓ . Ａ . , Ｉ Ｎ Ｃ . 10,455千米ドル 97.33％ 界面活性剤製造・販売

ＮＩＣＣＡ ＫＯＲＥＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. 8,079,690千ウォン 96.02％ 界面活性剤製造・販売
ＰＴ.ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ ＮＩＫＫＡ 
Ｃ Ｈ Ｅ Ｍ Ｉ Ｃ Ａ Ｌ Ｓ 2,075,000千ルピア 90.00％ 界面活性剤製造・販売

江守エンジニアリング株式会社 50,000千円 86.00％ 設備請負工事

日 華 化 学 （ 中 国 ） 有 限 公 司 50,000千人民元 80.00％
界面活性剤製造・販売、化学、繊
維加工等に関する技術コンサルテ
ィングサービス及び研究開発

台湾日華化学工業股份有限公司 454,532千台湾元 77.70％ 界面活性剤製造・販売

ＳＴＣ ＮＩＣＣＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. 80,000千バーツ 53.27％ 界面活性剤製造・販売

株 式 会 社 レ ラ コ ス メ チ ッ ク 10,000千円 100.00％
（100.00％） 化粧品製造・販売

ＮＩＣＣＡ ＶＩＥＴＮＡＭ ＣＯ.,ＬＴＤ. 6,500千米ドル 100.00％
（100.00％） 界面活性剤製造・販売

広 州 日 華 化 学 有 限 公 司 3,900千米ドル 100.00％
（100.00％） 界面活性剤製造・販売

⑹　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社との関係

　該当事項はありません。
②　重要な子会社の状況

（注）１. 上記重要な子会社を含めて、連結子会社は21社あります。
２. 議決権比率欄の（　）内は、当社の子会社が所有する議決権比率であります。
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主要な事業内容、主要な営業所及び工場

事 業 内 容 主 要 製 品

化 学 品 事 業 繊維化学品、特殊化学品、クリーニング・メディカル用薬剤、
機能化学品、先端材料

化 粧 品 事 業 ヘアケア剤、ヘアカラー剤、パーマ剤、スキャルプケア剤、
スタイリング剤

そ の 他
工 事 請 負 設備工事請負

⑺　主要な事業内容（2022年12月31日現在）
　当社グループは、主に界面活性剤等の製造・販売を行っております。

日 華 化 学 株 式 会 社

本　社：福井県福井市
支　店：東京都中央区、大阪市、名古屋市
営業所：福岡市、仙台市、広島市
工　場：福井県福井市、福井県鯖󠄁江市、茨城県神栖市
その他：NICCA イノベーションセンター（福井県福井市）、

ヘアサイエンススクエア東京（東京都港区）、
ヘアサイエンススクエア大阪（大阪市）、
ヘアサイエンススクエア名古屋（名古屋市）、
ヘアサイエンススクエア福岡（福岡市）

山 田 製 薬 株 式 会 社 東京都中央区
イ ー ラ ル 株 式 会 社 東京都港区
大 智 化 学 産 業 株 式 会 社 東京都中央区
ＤＥＭＩ ＫＯＲＥＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. 大韓民国ソウル特別市
Ｎ Ｉ Ｃ Ｃ Ａ  Ｕ . Ｓ . Ａ . , Ｉ Ｎ Ｃ . アメリカ合衆国サウスカロライナ州ファウンテンイン市
ＮＩＣＣＡ ＫＯＲＥＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. 大韓民国ソウル特別市
ＰＴ.ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ ＮＩＫＫＡ
Ｃ Ｈ Ｅ Ｍ Ｉ Ｃ Ａ Ｌ Ｓ インドネシア共和国西ジャワ州カラワン市

江守エンジニアリング株式会社 福井県福井市
日 華 化 学 （ 中 国 ） 有 限 公 司 中華人民共和国浙江省杭州市
台湾日華化学工業股份有限公司 台湾台北市
ＳＴＣ ＮＩＣＣＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. タイ王国バンコク市
株 式 会 社 レ ラ コ ス メ チ ッ ク 東京都中央区
ＮＩＣＣＡ ＶＩＥＴＮＡＭ ＣＯ.,ＬＴＤ. ベトナム社会主義共和国ドンナイ省ビエンホア市
広 州 日 華 化 学 有 限 公 司 中華人民共和国広東省広州市

⑻　主要な営業所及び工場（2022年12月31日現在）
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従業員の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

セ グ メ ン ト の 名 称 従 業 員 数 前期末比増減

化 学 品 事 業 1,071名 10名増

化 粧 品 事 業 339名 8名増

そ の 他 12名 －

全 社 （ 共 通 ） 50名 －

合 計 1,472名 18名増

⑼　従業員の状況（2022年12月31日現在）

（注）１. 全社（共通）として記載している従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属して
いるものであります。

２. 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者（パートタイマー、人材会社からの派遣社員等）91名は含ん
でおりません。

借 入 先 借 入 残 高 （ 百 万 円 ）

株 式 会 社 福 井 銀 行 3,500

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,270

株 式 会 社 北 國 銀 行 2,240

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 988

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 988

⑽　主要な借入先の状況（2022年12月31日現在）

（注）１. 当社は、設備投資資金及び運転資金等の確保を目的として、2016年２月10日に株式会社福井銀行他
４行とシンジケーション方式のタームアウトオプション付コミットメントライン契約を締結しており
ます。

２. 当該契約に基づく当連結会計年度末の借入残高は、400百万円であります。

⑾　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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株式の状況、会社の新株予約権等の状況

⑴　発行可能株式総数 44,932,000株
⑵　発行済株式の総数 17,710,000株（自己株式1,508,313株を含む）
⑶　株主数 4,708名

株 主 名 持 株 数 （ 千 株 ） 持 株 比 率 （ ％ ）
有 限 会 社 江 守 プ ラ ン ニ ン グ 2,370 14.63
日 華 共 栄 会 1,694 10.45
長 瀬 産 業 株 式 会 社 1,407 8.68
日 華 化 学 社 員 持 株 会 665 4.10
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 577 3.56
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 516 3.18

公益財団法人江守アジア留学生育英会 500 3.08
株 式 会 社 福 井 銀 行 344 2.12
宗 教 法 人 歓 喜 寺 268 1.65
江 守 壽 惠 子 218 1.34

２．会社の株式に関する事項（2022年12月31日現在）

⑷　大株主（上位10名）

（注）１. 持株数は千株未満を切り捨て、持株比率は小数第３位を四捨五入して表示しております。
２. 当社は、自己株式1,508,313株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。なお、

自己株式1,508,313株には、株式会社日本カストディ銀行が所有する取締役向け株式給付信託口及び
執行役員向け株式給付信託口が所有する当社株式420,108株を含んでおりません。

３. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

⑸　当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況
　該当事項はありません。

⑹　その他株式に関する重要な事項
　該当事項はありません。

３．会社の新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。
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会社役員の状況

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
代 表 取 締 役 江 守 康 昌 社長執行役員　CEO

代 表 取 締 役 龍 村 和 久
副社長執行役員　COO　化粧品部門長
デミコスメティクスカンパニープレジデント
デミコスメティクスカンパニー営業統括本部長

取 締 役 片 桐 　 進 常務執行役員　COO to Chemicals　化学品部門長
化学品戦略企画室長

取 締 役 澤 崎 祥 也 執行役員　CFO（Administration）　管理部門長
取 締 役 李 　 晶 日 執行役員　中国事業統括
取 締 役 稲 継 崇 宏 執行役員　CTO　化学品部門界面科学研究所長
取 締 役 藤 森 大 輔 執行役員　COO to Cosmetics　化粧品部門副部門長
取 締 役

（ 社 外 ） 図 子 恭 一

取 締 役
（ 社 外 ） 相 澤 　 馨 メタウォーター株式会社社外取締役

取 締 役
（ 社 外 ） 山  岡  美 奈 子 コンドーテック株式会社社外取締役（監査等委員）

常 勤 監 査 役 宮 本 和 浩

監 査 役
（ 社 外 ） 川 村 一 司

弁護士
川村法律事務所所長
日本特殊織物株式会社社外監査役
株式会社ニットク社外監査役

監 査 役
（ 社 外 ） 増 田 仁 視

公認会計士
公認会計士増田仁視事務所所長
マスダマネジメント株式会社代表取締役社長
株式会社田中化学研究所社外取締役（監査等委員）
アイテック株式会社社外監査役
日本公認会計士協会北陸会会長

４．会社役員に関する事項
⑴　取締役及び監査役の氏名等（2022年12月31日現在）

（注）１. 取締役図子恭一、相澤馨及び山岡美奈子の各氏は、社外取締役であります。
２. 社外取締役下谷政弘氏は、2022年11月14日に逝去により退任いたしました。なお、退任時における

重要な兼職は住友史料館館長でございました。
３. 監査役川村一司及び増田仁視の両氏は、社外監査役であります。
４. 常勤監査役宮本和浩氏は、長年にわたり当社経理部門において財務及び会計業務の経験を重ねてきて

おり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
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５. 監査役増田仁視氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有し
ております。

６. 当社は、取締役図子恭一、相澤馨及び山岡美奈子、監査役川村一司及び増田仁視の各氏を東京証券取
引所及び名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員として、両取引所に届け出ております。

７. 当社は、社外取締役及び社外監査役全員と会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締
結しており、当該契約における損害賠償の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額
であります。

８. 当社は、保険会社との間で、当社の全ての取締役、監査役、執行役員及び管理職従業員を被保険者と
し、役員等賠償責任保険契約を締結しております。当該保険契約の概要につきましては、株主総会参
考書類　第２号議案　取締役11名選任の件（注）６をご参照ください。

⑵　取締役及び監査役の報酬等の額
役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、2022年３月25日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容にかか
る決定方針を決議しております。当該取締役会の決議に際しては、あらかじめ決議する内容に
ついて報酬委員会へ諮問し、答申を受けております。

また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決
定方法及び決定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることや、
報酬委員会からの答申が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に沿うものである
と判断しております。

取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。

ⅰ）基本報酬に関する方針
当社の取締役の報酬は、企業価値の向上と持続的な成長を実現するため、短期インセン

ティブと長期インセンティブの両面で報酬制度を構成しております。短期インセンティブ
としては、前連結会計年度における成果や経営に対する貢献度に応じて改定する金銭によ
る固定報酬、長期インセンティブとしては、在任期間中の業績及び役位に応じてポイント
を付与し、退任時に累計付与ポイント数に相当する当社普通株式が給付される「業績連動
型株式報酬制度」を導入しております。

ⅱ）基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の決定に関する方針
2022年３月25日開催の第108期定時株主総会において、当社の取締役の報酬限度額は

年額300百万円以内（使用人給与を含まない）、うち社外取締役分は年額30百万円以内、
監査役の報酬額を年額30百万円以内と決議いただいております。
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会社役員の状況

区 分 報 酬 等 の
総 額

報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額 対 象 と な る
役 員 の 員 数固 定 報 酬 非金銭報酬等

（業績連動報酬）
取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

290百万円
（18百万円）

255百万円
（16百万円）

34百万円
（2百万円）

11名
（4名）

監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

20百万円
（8百万円）

20百万円
（8百万円）

－
（－）

3名
（2名）

合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

310百万円
（27百万円）

275百万円
（25百万円）

34百万円
（2百万円）

14名
（6名）

取締役の基本報酬は、個々の取締役の業績への貢献度合い等を総合的に勘案して、年度
改定で決定しております。

ⅲ）非金銭報酬等の内容及び額または数の算定方法の決定に関する方針
非金銭報酬等は、業績連動型株式報酬制度で、取締役（社外取締役を含む）の業績連動

報酬（ポイント）は、各ポイント付与日に対応する評価対象期間における各事業年度初に
公表する連結経常利益の業績予想値の達成率に応じて付与されるポイントを算出しており
ます。その業績連動型株式報酬制度については、2016年３月25日開催の第102期定時株
主総会において導入が決議され、その制度の一部変更を2022年3月25日開催の第108期定
時株主総会において決議されております。

ⅳ）基本報酬・非金銭報酬等の額の割合の決定に関する方針
業務執行取締役の種類別の報酬割合については、当社と同程度の事業規模や関連する業

種・業態に属する企業の報酬水準を参考にし、財務状況を勘案しながら適切に割合を決定
しております。

当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の額

（注）１. 2022年３月25日開催の第108期定時株主総会において、取締役の報酬限度額は年額300百万円以内
（使用人分給与を含まない）、うち社外取締役分は年額30百万円以内、、監査役の報酬額を年額30
百万円以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の取締役の員数は11名（うち社外
取締役4名）、監査役の員数は3名（うち社外監査役2名）であります。

２. 当社は、2016年３月25日開催の第102期定時株主総会において、当社の持続的な成長と企業価値向
上に貢献する意識を高めることを目的として、以下の業績連動型株式報酬制度の導入を決議し、その
制度の一部変更を2022年3月25日開催の第108期定時株主総会で決議いただいております。
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① 本制度の対象者 当社取締役（社外取締役を含む。）

② 対象期間
2022年12月末日で終了する事業年度から2024年12
月末日で終了する事業年度までの３事業年度及び当該
３事業年度の経過後に開始する３事業年度ごとの期間

③
②の対象期間において、①の対象者に
交付するために必要な当社株式の取得
資金として当社が拠出する金銭の上限

合計金360百万円（うち社外取締役分36百万円）

④ 当社株式の取得方法 自己株式の処分による方法又は取引所市場（立会外取
引を含む。）から取得する方法

⑤ ①の対象者に付与されるポイント総数
の上限

1事業年度あたり60,000ポイント
（うち社外取締役分6,000ポイント）

⑥ ポイント付与基準 役位及び業績目標の達成度等に応じたポイントを付与
⑦ ①の対象者に対する当社株式の交付時期 原則として退任時

連結経常利益額の達成率 業績係数

120％以上 150.0％

115％以上120％未満 130.0％

110％以上115％未満 120.0％

105％以上110％未満 110.0％

100％以上105％未満 100.0％

95％以上100％未満 90.0％

90％以上95％未満 80.0％

80％以上90％未満 70.0％

80％未満 0.0％

３. 業績連動報酬等は、取締役（社外取締役を含む）の業績連動報酬（ポイント）は、各ポイント付与日
に対応する評価対象期間における各事業年度初に公表する連結経常利益の業績予想値の達成率に応じ
て付与されるポイントを算出しております。

４. 業績連動報酬（ポイント）の算定方法は、取締役（社外取締役を含む）の業績連動報酬（ポイント）
は、以下の算式により算出しております。
・役位ポイント※１×業績係数※２×対象期間中に在任する月数÷12

※１「役位ポイント」とは、「役付取締役基準ポイント」をいう
※２「業績係数」とは、「連結経常利益額の業績予想値の達成率に応じた係数」をいう
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当事業年度初（公表）
連結経常利益（百万円）

当事業年度　（実績）
連結経常利益（百万円）

連結経常利益額の
達成率 業績係数

2,300 3,132 136.2 150.0％

区 分 氏 名 重要な兼職の状況 当社との関係

取 締 役 図 子 恭 一 該当事項はありません。

該当事項はありません。

取 締 役 相 澤 　 馨 メタウォーター株式会社社外取締役

取 締 役 山  岡  美 奈 子 コンドーテック株式会社社外取締役（監査等委員）

監 査 役 川 村 一 司
川村法律事務所所長
日本特殊織物株式会社社外監査役
株式会社ニットク社外監査役

監 査 役 増 田 仁 視

公認会計士増田仁視事務所所長
マスダマネジメント株式会社代表取締役社長
株式会社田中化学研究所社外取締役（監査等委員）
アイテック株式会社社外監査役
日本公認会計士協会北陸会会長

なお、株式報酬金額（※１）控除前の当社の営業利益が最大株式報酬金額（※２）未満の値となる場
合は、当事業年度を評価対象期間とする対象期間に対するポイントの付与は行いません。

（※１）株式報酬金額＝当該評価対象期間について、業績係数の表の達成率をもとに算出したポイント数
×費用計上時における換算率（※３）×費用計上時における信託簿価

（※２）最大株式報酬金額＝当該評価対象期間について付与されうる最大ポイント数（※４）×費用計上
時における換算率（※３）×費用計上時における信託簿価

（※３）「換算率」とは「業績連動型株式報酬制度」を定めた規程にある「株式分割、株式併合、株式無
償割当て等、１ポイント当たりの給付株式数の調整を行うことが公正であると認められる事象が生じ
た場合に、分割比率・併合比率等に応じて合理的な調整を行った比率」をいう

（※４）最大ポイント数＝業績係数が150.0％であると仮定した場合に各制度対象者に対して付与される
ポイント数の合計

＜当事業年度における業績連動報酬（ポイント）に係る指標の目標及び実績＞

⑶　社外役員に関する事項
①　他の法人等の業務執行取締役等の重要な兼職の状況及び社外取締役等の重要な兼職の状況

（注）社外取締役下谷政弘氏は、2022年11月14日に逝去により退任いたしました。なお、退任時における重要
な兼職は住友史料館館長でございました。
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会社役員の状況

区 分 氏 名 出 席 状 況 、 発 言 状 況 及 び 社 外 取 締 役 に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 職 務 の 概 要

取 締 役 図 子 恭 一

当事業年度に開催された取締役会16回のうち15回に出席いたしました。主に大
手専門商社で長年培われた経験や知識に加え、企業経営全般についての幅広い見
地から、取締役会では当該視点から積極的に質問及び意見を述べており、特に国
際的な案件や研究開発に関する案件について専門的な立場から監督・指導を行う
など、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしておりま
す。また、報酬委員会の委員長として、当事業年度に開催された委員会に出席
し、客観的・中立的立場で当社の役員報酬等の決定過程における監督機能を主導
しております。

取 締 役 相 澤 　 馨

当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席いたしました。主に大手製
造会社で長年培われた経験や知識に加え、企業経営全般についての幅広い見地か
ら、取締役会では当該視点から積極的に質問及び意見を述べており、特に研究開
発やガバナンスに関する案件について専門的な立場から監督・指導を行うなど、
意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。

取 締 役 下 谷 政 弘

当事業年度に開催された取締役会16回のうち12回に出席いたしました。主に経
済学者としての専門的知見に加え、大学学長としての組織運営の経験を踏まえた
見地から、取締役会では当該視点から積極的に質問及び意見を述べており、特に
ガバナンスや人事に関する案件について専門的な立場から監督・指導を行うな
ど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たされました。

取 締 役 山 岡 美 奈 子

当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席いたしました。主に化粧品
業界で長年培われた経験や知識に加え、企業経営全般について多様な価値観の見
地から、取締役会では当該視点から積極的に質問及び意見を述べており、特にマ
ーケティングやESGの観点が重要な案件について専門的な立場から監督・指導を
行うなど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしてお
ります。

監 査 役 川 村 一 司
当事業年度に開催された取締役会16回、監査役会13回の全てに出席いたしまし
た弁護士としての専門的見地から、適宜取締役会の意思決定の適正性を確保する
ための発言を行っております。また、監査役会において、適宜必要な発言を行っ
ております。

監 査 役 増 田 仁 視
当事業年度に開催された取締役会16回、監査役会13回の全てに出席いたしまし
た。公認会計士としての専門的見地から、適宜取締役会の意思決定の適正性を確
保するための発言を行っております。また、監査役会において、適宜必要な発言
を行っております。

②　当事業年度における主な活動状況
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会計監査人の状況、会社の体制及び方針

支 払 額
当事業年度に係る報酬等の額 35百万円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 37百万円

５．会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称

有限責任あずさ監査法人

⑵　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できないため、当事業年度に係る報酬等の
額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 当社の重要な子会社のうち在外子会社については、当社の会計監査人以外の公認会計士または監査法
人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む）の監査を受けております。

⑶　会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由
　監査役会は、会計監査人が提出した監査計画の内容、従前の事業年度における職務執行状況や
報酬見積の算出根拠等を検討した結果、当該報酬は相当、妥当であることを確認の上、報酬等に
同意しております。

⑷　非監査業務の内容
　該当事項はありません。

⑸　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合
は、会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は当該決定に基づき
当該議案を株主総会の会議の目的とすることといたします。
　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場
合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定し
た監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由
を報告いたします。

◎本事業報告に記載の金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 　 産 　 の 　 部 ） （ 負 　 債 　 の 　 部 ）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受取手形、売掛金及び契約資産

商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
そ の 他

投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
出 資 金
差 入 保 証 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

29,855
7,052

10,435
6,093
949

4,363
962
△1

26,266
22,411
13,147
3,004
697

5,352
119
90

399
399

3,455
1,716

2
285

1,022
433
△5　

流 動 負 債 15,987
支払手形及び買掛金 6,544
短 期 借 入 金 5,168
リ ー ス 債 務 44
未 払 金 1,367
未 払 法 人 税 等 481
未 払 消 費 税 等 158
賞 与 引 当 金 788
役 員 賞 与 引 当 金 17
そ の 他 1,416

固 定 負 債 9,742
長 期 借 入 金 5,170
リ ー ス 債 務 52
長 期 未 払 金 39
退職給付に係る負債 3,368
株 式 報 酬 引 当 金 160
長 期 預 り 金 902
そ の 他 49
負 債 合 計 25,729

（ 純  資  産  の  部 ）
株 主 資 本

資 本 金 2,898
資 本 剰 余 金 2,951
利 益 剰 余 金 21,006
自 己 株 式 △1,449

株 主 資 本 合 計 25,407
その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 558
為 替 換 算 調 整 勘 定 2,194
退職給付に係る調整累計額 △199

その他の包括利益累計額合計 2,553
非 支 配 株 主 持 分 2,432

純 資 産 合 計 30,392
資 産 合 計 56,122 負 債 純 資 産 合 計 56,122

連結計算書類
連 結 貸 借 対 照 表
（2022年12月31日現在）

（単位：百万円）
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連結損益計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

科 目 金 額
売 上 高 50,627
売 上 原 価 34,456

売 上 総 利 益 16,171
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 13,543

営 業 利 益 2,628
営 業 外 収 益

受 取 利 息 40
受 取 配 当 金 31
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 41
為 替 差 益 208
雑 収 入 292 614

営 業 外 費 用
支 払 利 息 35
通 貨 ス ワ ッ プ 評 価 損 41
リ ー ス 解 約 損 14
雑 損 失 19 110

経 常 利 益 3,132
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 23
補 助 金 収 入 124 147

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 2
固 定 資 産 売 却 損 0
投 資 有 価 証 券 売 却 損 7 11

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 3,269
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,031
法 人 税 等 調 整 額 △24 1,007

当 期 純 利 益 2,262
非支配株主に帰属する当期純利益 147

親会社株主に帰属する当期純利益 2,114

連 結 損 益 計 算 書

（単位：百万円）
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貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 　 産 　 の 　 部 ） （ 負 　 債 　 の 　 部 ）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
関 係 会 社 短 期 貸 付 金
未 収 入 金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定
商 標 権
電 話 加 入 権
施 設 利 用 権

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
差 入 保 証 金
長 期 前 払 費 用
破 産 更 生 債 権 等
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

14,425
988
273

5,641
3,776
472

1,396
114

1,232
349
180

24,336
12,885
6,700
664

1,739
20

277
3,357
118

8
295
154
125

0
9
5

11,155
1,388
7,493

2
985
63

1,105
101

3
0

12
△0　

流 動 負 債 13,023
買 掛 金 2,898
短 期 借 入 金 4,300
１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 868
関 係 会 社 短 期 借 入 金 2,462
リ ー ス 債 務 43
未 払 金 1,046
未 払 費 用 334
未 払 法 人 税 等 220
未 払 消 費 税 等 24
預 り 金 107
賞 与 引 当 金 680
役 員 賞 与 引 当 金 17
そ の 他 18

固 定 負 債 9,151
長 期 借 入 金 5,170
リ ー ス 債 務 52
長 期 未 払 金 39
退 職 給 付 引 当 金 2,777
株 式 報 酬 引 当 金 160
関 係 会 社 事 業 損 失 引 当 金 54
長 期 預 り 金 897
負 債 合 計 22,174

（ 純  資  産  の  部 ）
株 主 資 本
資 本 金 2,898
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 3,039
そ の 他 資 本 剰 余 金
自 己 株 式 処 分 差 益 63

資 本 剰 余 金 合 計 3,102
利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金 727
そ の 他 利 益 剰 余 金
繰 越 利 益 剰 余 金 10,749

利 益 剰 余 金 合 計 11,477
自 己 株 式 △1,449

株 主 資 本 合 計 16,029
評 価 ・ 換 算 差 額 等

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 558
評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 558

純 資 産 合 計 16,587
資 産 合 計 38,762 負 債 純 資 産 合 計 38,762

計算書類
貸　借　対　照　表
（2022年12月31日現在）

（単位：百万円）
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損益計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

科 目 金 額
売 上 高 24,432
売 上 原 価 15,970

売 上 総 利 益 8,462
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 7,596

営 業 利 益 865
営 業 外 収 益

受 取 利 息 7
受 取 配 当 金 1,842
為 替 差 益 194
賃 貸 料 収 入 89
雑 収 入 98 2,233

営 業 外 費 用
支 払 利 息 59
賃 貸 原 価 86
雑 損 失 19 165
経 常 利 益 2,933

特 別 利 益
補 助 金 収 入 124 124

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 10
固 定 資 産 売 却 損 0
投 資 有 価 証 券 売 却 損 7
関 係 会 社 株 式 評 価 損 45
関 係 会 社 事 業 損 失 引 当 金 繰 入 額 20 84
税 引 前 当 期 純 利 益 ２,973

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 486
法 人 税 等 調 整 額 △21 465
当 期 純 利 益 2,508

損　益　計　算　書

（単位：百万円）
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連結会計監査報告

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 花 岡 　 克 典
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 石 橋 　 勇 一

独立監査人の監査報告書
2023年２月17日

日華化学株式会社
取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人
北陸事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、日華化学株式会社の2022年１月１日から2022年12月31日ま
での連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結
注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、日
華化学株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要
な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ
る当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国にお
ける職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の
責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示するこ
とにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職
務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の
記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載
内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、
そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告
することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正
に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するた
めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるか
どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示
する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査報告書
連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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連結会計監査報告

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表
示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明
することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利
用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と
しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を
立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な
監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び
関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結
論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事
項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠
に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか
どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる
取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入
手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意
見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制
の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、
並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー
ドを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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個別会計監査報告

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 花 岡 　 克 典
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 石 橋 　 勇 一

独立監査人の監査報告書
2023年２月17日

日華化学株式会社
取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人
北陸事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、日華化学株式会社の2022年１月１日から
2022年12月31日までの第109期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当
監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成
し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及
び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人
はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ
の他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか
注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ
の事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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個別会計監査報告

　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類
等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に
又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が
あると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査
報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等
の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2022年１月１日から2022年12月31日までの第109期事業年度の取締役の職
務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、監査役全員の一致した
意見として本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ
いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた「監査役監査規程」に準拠し、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境
の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、
本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。子会社については、
子会社の取締役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社に対し事業の報告を
求め、その業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保

するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するため
に必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取
締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、
取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて
説明を求め、意見を表明いたしました。
　さらに、会計監査人が独立した立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及
び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するため
の体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて
説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計
算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）につ
いて検討いたしました。

監査役会の監査報告書　謄本
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監査役会の監査報告

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい
るものと認めます。

二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実
は認められません。

三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該
内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、
指摘すべき事項は認められません。

（2）連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

常勤監査役 宮 本 和 浩 ㊞
監 査 役 川 村 一 司 ㊞
監 査 役 増 田 仁 視 ㊞

2023年２月22日
日 華 化 学 株 式 会 社 　 監 査 役 会

（注）監査役川村一司及び増田仁視は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監
査役であります。

以　上
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地図

会　場　福井市中央１丁目２番１号
ＪＲ福井駅西口「ハピリン」内 ３階 ハピリンホール
電話　０７７６(２０)２９０１

ＪＲ福井駅（西口）より徒歩で……… 約1分 小松空港よりバスで…………約60分
福井インターより車で…………………約15分

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図
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西武福井店様●

●福井放送会館

福井中央
郵便局
  ●

福井I.C至米原

出入口

空港バス発着場所

AOSSA（アオッサ）

東口

西口

福井県庁

至金沢

●

●

③パーク23

ハピリン

①ハピリン地下駐車場

②福井駅西口地下駐車場

交通のご案内

最寄駐車場のご案内
①ハピリン地下駐車場 B1F：入口はハピリン南側です
②福井駅西口地下駐車場：入口は福井放送会館前です
③パーク23：入口は福井中央郵便局前です


